
  

 

 

 

学校教育目標：『確かな学力と豊かな心をもち，たくましく生きる生徒を育成する』 

 

 

  

早春とはまさに名ばかりの寒い日が続いておりますが，地域・保護者の           

皆様には平素より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき，誠にありがとうございます。 

さて，先日 2月７日（日）に行われた第 57回音戸一周駅伝大会につきましては，倉橋町駅伝

大会に引き続き，沿道より多数の地域・保護者の皆様にご声援いただき誠にありがとうござい

ました。生徒も皆様の声援により，持てる力以上のものを発揮し，全員が練習時の記録を大幅

に更新することができました。チームの順位は中学生の部において８チーム中５位でしたが，7

区間のうち，4区間を１年生が走ったことから，来年の大会に期待が持てる結果となりました。

生徒は昨年 12月から厳しい寒さの中でも自分に負けることなくほぼ毎日 4kmを走りきり，着

実に記録を伸ばし，最後に大きな成果を残すことができました。こうした成果は，必ず大きな

自信となり，今後の学校生活につながっていくものと教職員一同確信しております。今後とも

何卒ご支援のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              区  間 距離 明徳中学校 

１区 音戸市民センター ～ 

環境美化センター 
3.1 下垣内翔太 

２区 環境美化センター ～ 

旧音戸西中学校 
2.3 寺田魁莉 

３区 旧音戸西中学校 ～ 

旧早瀬小学校 
3.8 栗元梨樹 

４区 旧早瀬小学校 ～ 

呉信用金庫倉橋支店  
2.6 濵岡聖陽 

５区 呉信用金庫倉橋支店 ～ 

旧奥内小学校       
2.0 高城琴羽 

６区 旧奥内小学校 ～ 

   波多見小学校 
3.7 平岡巧基 

７区 波多見小学校 ～ 

音戸市民センター 
3.4 田中海翔 

≪補員等・備考≫ 

矢村 匠 木村彰悟 城戸桃実  
20.9 

 

  

 

 

２月１０日（水），助産師の姫宮万寿子さんを講師にお招きし，３年生が 

いのちについて学習しました。多くのいのちの生と死に携わる助産師の 

仕事体験談に，生徒は真剣に耳を傾けていました。全員の生徒が自分の 

命や親の思いについて深く考えることができました。 

《生徒の感想より》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月９日（火）14 時より，平成２８年度に入学する生徒に対する説明会を実施しました。当

日は授業参観及び部活動参観も併せて行い，明徳小学校 6年生１１名の児童と保護者に来校い

ただきました。全体説明会では，音戸警察署の方から携帯電話等の使用（個人情報の保持のた

めのフィルタリング機能等）について講話していただきました。また，授業参観では，中学生

と一緒に数学の質問に答えたり，部活動体験では実際に楽器を演奏したりし，中学校での生活

を児童に体験してもらいました。 
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○助産師さんのお話で，私はいのちについてさまざまなことを学び感じることができました。 

中でも，「産まれる前にする２つの約束」はとても心に残りました。この２つの約束は神様と

するもので，亡くなった時，この約束を守られたかたずねられます。一つ「人の役に立つこと」，

二つ「楽しく生きること」，私は受験が近くなり不安で，イライラしたり弱気になったりしま

す。けれども，この二つの約束を果たすためにも，もっと前向きに自分が大変でも人への優し

さを忘れないようにしようと思いました。 

○助産師は赤ちゃんを産むときに母親をサポートする大切な仕事だと聞いた。先生は赤ちゃん

と母親の二つの命を守らなければいけないことにプレッシャー感じていたそうだ。しかし，多

くの人と出会い，赤ちゃんが産まれる瞬間を見ることができ，この仕事を選んで良かったと言

っていた。私は，命が生まれる瞬間に居合わすことができる助産師の仕事は素敵だと思いまし

た。また，いらない人はいない，みんなそれぞれ必要な人だということを教わった。私はこの

授業を通して，私を産んでくれた親に感謝したいと思った。将来，親が私に多くの愛を注いで

くれたように自分の子どもに接していきたい。 



 


